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(57)【要約】
　本発明は、自動注射器（１）の軸方向への後退スリー
ブ（１０）の運動を遅くするための遅延機構（３６）を
有する自動注射器（１）に関し、ここで、遅延機構（３
６）は、自動注射器（１）のハウジング（２）に取り付
けられた後方カラー（３８）を備えた周辺外壁（３７）
、及び後退スリーブ（１０）に取り付けられた前方カラ
ー（４０）を備えた周辺内壁（３９）を含み、ここで、
空洞は外壁（３７）と内壁（３９）の間に画成され、こ
こで、空洞は、内壁（３９）に対して後方カラー（３８
）によって、及び外壁（３７）に抗して前方カラー（４
０）によってシールされ、ここで、空洞は粘性流体で満
たされ、ここで、少なくとも一つのオリフィスは、ハウ
ジング（２）に対する部品の軸方向運動に起因して空洞
の体積が減少するときに粘性流体が押し出されるように
、遅延機構（３６）中に配置される。後退スリーブ（１
０）は、ハウジング（２）中に軸方向に動けるように配
置され、そして薬剤（Ｍ）送達後、針（４）を有するシ
リンジ（３）を被覆位置へと後退させることに役立つ。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－中空針（４）、及びシリンジ（３）をシールし、薬剤（Ｍ）を移動させるためのスト
ッパ（６）を備えたシリンジ（３）を含有するように配置されたハウジング（２）（ここ
で、ハウジング（２）は、遠位端（Ｄ）、及び注射サイトに対して適用されるように意図
されたオリフィスを備えた近位端（Ｐ）を有し、ここで、シリンジ（３）はハウジング（
２）に対して摺動可能に配置される）、
　－起動の際、以下のことが可能な駆動手段（８）、
　－ハウジング（２）の内側の被覆位置から前進位置に、プランジャ（９）を介して、オ
リフィスを通って、そして近位端（Ｐ）を通過して針（４）を押すこと、
　－プランジャ（９）を介して薬剤（Ｍ）の用量を供給するためにシリンジ（３）を操作
すること、及び
　－薬剤（Ｍ）送達後、針（４）を備えたシリンジ（３）を被覆位置へと後退させること
、
　－ハウジング（２）内に、軸方向に可動に配置された後退スリーブ（１０）、
　－最大の近位位置において後退スリーブ（１０）を軸方向に固定するための少なくとも
一つのラッチ（１２）、
　－遠位方向への後退スリーブ（１０）の運動を遅くするための遅延機構（３６）（ここ
で、遅延機構（３６）は、ハウジング（２）に取り付けられた後方カラー（３８）を備え
た周辺外壁（３７）、及び後退スリーブ（１０）に取り付けられた前方カラー（４０）を
備えた内壁（３９）を含んでなり、ここで、空洞は外壁（３７）と内壁（３９）の間に画
成され、ここで、空洞は、内壁（３９）に対して後方カラー（３８）によって、及び外壁
（３７）に対して前方カラー（４０）によってシールされ、ここで、空洞は粘性流体　で
満たされ、ここで、少なくとも一つのオリフィスは、ハウジング（２）に対する後退スリ
ーブ（１０）の軸方向運動に起因して空洞の体積が減少するにつれて、粘性流体が押し出
されるように遅延機構（３６）中に配置され、ここで、少なくとも一つの開口部（３４）
は後退スリーブ（１０）中に配置される）、を含んでなり、
ここで、ラッチ（１２）は、近位方向に動かされたとき、ストッパ（６）がシリンジ中の
最大の近位位置に達する前に、連結解除部材（１４）によって係合解除されるように配置
され、ここで、開口部（３４）は、ストッパ（６）が後退スリーブ（１０）の運動によっ
てその最大の近位位置に達した後、連結解除アーム（１８）に出会うように配置される、
液体薬剤（Ｍ）の用量を投与するための自動注射器（１）であって、
　連結解除部材（１４）は、ほぼ最大の近位位置へと近位方向（Ｐ）に移動したとき、ラ
ッチ（１２）を連結解除するように配置され、従って後退スリーブ（１０）が遠位方向（
Ｄ）に動くこと及び針（４）を後退させることが可能になり、
　ここで、開口部（３４）は、連結解除部材（１４）のそれぞれの連結解除アーム（１８
）が外側に向って曲げられることを可能にするように配置され、そしてここで、ギャップ
（４１）は、それぞれの最大の近位位置において、後退スリーブ（１０）の前面（３５）
とシリンジホルダ（２２）の間に設けられ、ここで、シリンジ（４）は、シリンジホルダ
とのジョイント軸方向運動用に配置され、ここで、ギャップ（４１）は、シリンジホルダ
（２２）を後退させる前に、後退スリーブ（１０）が距離を走行することを可能にするよ
うに配置され、その結果、連結解除アーム（１８）が開口部（３４）に出会った後、シリ
ンジホルダ（２２）は後退させられることを特徴とする、上記自動注射器（１）。
【請求項２】
　粘性流体がシリコーングリースであることを特徴とする、請求項１に記載の自動注射器
（１）。
【請求項３】
　カラー（３８、４０）がショルダを通過して走行したとき、カラー（３８、４０）がシ
ョルダに達し、そして空洞をゆるめるまでのみ、それぞれのカラー（３８、４０）によっ
てシールされた空洞を有するような形で、異なる断面を有する二つの部分を備えた内壁と
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外壁の少なくとも一つの、二つの部分の間に、円周状のショルダが配置されることを特徴
とする、請求項１又は２に記載の自動注射器（１）。
【請求項４】
　駆動手段がばね手段（８）として配置され、ここで、起動手段（２０）は、手動操作前
に、ばね手段（８）を加圧された状態においてロックするように、そして手動操作の際に
、注射するためにばね手段（８）を開放できるように配置されることを特徴とする、請求
項１～３のいずれか１項に記載の自動注射器（１）。
【請求項５】
　ばね手段（８）が、針（４）を前進させるために、そして薬剤（Ｍ）の用量を注射する
ために、ハウジング（２）内の遠位端（８．１）に基礎を置くように配置された単一の圧
縮ばね（８）であり、そして、圧縮ばね（８）は、シリンジ（３）を後退させるために、
その基礎をハウジング（２）内のその近位端（８．２）に切り替えられるように配置され
ることを特徴とする、請求項４に記載の自動注射器（１）。
【請求項６】
　圧縮ばね（８）が、遠位端面（１３）に重みがかかるその遠位端、及び連結解除部材（
１４）のスラスト面（１７）に重みがかかる、その近位端を備えた後退スリーブ（１０）
内部に配置されることを特徴とする、請求項５に記載の自動注射器（１）。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の自動注射器（１）であって、連結解除アーム（１８）が、近位
方向（Ｐ）に、プランジャ（９）の第一のショルダ（１９）に重みがかかる内側傾斜表面
を有し、ここで、弾力的な連結解除アーム（１８）は、連結解除アーム（１８）が外側に
向かって曲げられ、第一のショルダ（１９）を滑って通過するのを防止するように、後退
スリーブ（１０）の内壁によって支持可能であり、そして後退スリーブ（１０）中の開口
部（３４）によって、連結解除アーム（１８）が第一のショルダ（１９）によって外側に
向かって曲げられることが可能になり、従って第一のショルダ（１９）が連結解除アーム
（１８）を通して近位方向（Ｐ）に滑ることが可能になり、ここで、プランジャ（９）が
シリンジ（３）及び／又はストッパ（６）を近位方向（Ｐ）に押すように配置されること
を特徴とする、上記自動注射器（１）。
【請求項８】
　請求項７に記載の自動注射器（１）であって、シリンジホルダ（２２）が後退スリーブ
（１０）中に摺動可能に配置され、ここで、シリンジホルダ（２２）に、遠位に配置され
た少なくとも二つの弾力シリンジホルダアーム（２３）が備えられ、ここでシリンジホル
ダアーム（２３）は、第一のショルダ（１９）から近位でプランジャ（９）に配置される
第二のショルダ（２４）に重みがかかるためのそれぞれの傾斜表面を有し、ここでシリン
ジホルダアーム（２３）は、それらが外側に向かって曲げられるのを防止するためにハウ
ジング（２）の内表面によって支持可能であり、そしてここで、シリンジホルダ（２２）
が最も近位位置にほぼ到達したとき、シリンジホルダアーム（２３）は外側に向かって曲
がることを可能にするために拡幅された部分（２．１）がハウジング（２）内に設けられ
、従って第二のショルダ（２４）がシリンジホルダアーム（２３）を通して滑り、そして
圧縮ばね（８）の負荷をシリンジ（３）からストッパ（６）に切り替えるのを可能にする
ことを特徴とする、上記自動注射器（１）。
【請求項９】
　請求項６～８のいずれか１項に記載の自動注射器（１）であって、スタッド（１６）が
プランジャ（９）の遠位端に配置され、ここで、後退スリーブ（１０）は、端面（１３）
から遠位方向に、スタッド（１６）を保持するための二つ又はそれ以上の弾力アーム（１
５）を有し、ここで、スタッド（１６）及び／又は弾力アーム（１５）は、傾斜路機構を
有し、プランジャ（９）が近位方向（Ｐ）に移動したとき、弾力アーム（１５）がスタッ
ド（１６）によって押されて離され得、ここで、起動手段は、自動注射器（１）の遠位端
（Ｄ）に配置されたトリガボタン（２０）を含み、ここで、トリガボタン（２０）は、軸
方向に可動であり、トリガボタン（２０）が最遠位位置にあるとき、弾力アーム（１５）
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が外側に向かって曲げられることを防止するために、少なくとも二つの剛性の保持体（２
１）を有し、そしてここで、近位方向（Ｐ）にトリガボタン（２０）を押す際に、近位方
向（Ｐ）に圧縮ばね（８）によって付勢されたスタッド（１６）によって弾力アーム（１
５）が外側に曲げられることを可能にするように、保持体（２１）は近位方向（Ｐ）に移
動し、従ってスタッド（１６）が近位方向（Ｐ）に弾力アーム（１５）を通過して滑るこ
とを可能にすることを特徴とする、上記自動注射器（１）。
【請求項１０】
　安全ボタン（２９）がハウジング（２）に横方向に配置され、ここで、安全ボタン（２
９）は、トリガボタン（２０）が押されることを防止するためのインターロック（３１）
を有し、ここで安全ボタン（２９）は、操作するとき、インターロック（３１）を外側に
向かって引くように配置され、従ってトリガボタン（２０）を押すのを可能にすることを
特徴とする、請求項９に記載の自動注射器（１）。
【請求項１１】
　請求項３～１０のいずれか１項に記載の自動注射器（１）であって、キャップ（２５）
がハウジング（２）の近位端（Ｐ）に設けられ、ここで、板金クリップ（２６）は、ジョ
イント軸方向運動及び独立した回転用にキャップ（２５）に取り付けられ、キャップ（２
５）がハウジング（２）に取り付けられたとき、板金クリップ（２６）はオリフィスを通
ってハウジング（２）内に伸びるように配置され、ここで、板金クリップ（２６）は、円
周状のノッチ内に、又は中空針（４）に取り付けられた保護ニードルシールド（５）のシ
ョルダの後ろにパチンと閉められる少なくとも二つのかかり（２７）を含むことを特徴と
する、上記自動注射器（１）。
【請求項１２】
　キャップ（２５）がねじ連結によってハウジング（２）に取り付け可能であることを特
徴とする、請求項１１に記載の自動注射器（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のプレアンブルに記載の自動注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　注射液の投与は、使用者及び健康管理専門家に対して、多くの精神的及び肉体的両方の
リスク及び課題を与えるプロセスである。
【０００３】
　注射デバイス（つまり、薬剤容器から薬剤を送達することが可能なデバイス）は典型的
には二つのカテゴリに分けられ得る：手動デバイス及び自動デバイス。
【０００４】
　手動デバイスにおいて、使用者は、針を通して流体を駆動するために機械的エネルギを
供さなければならない。これは、典型的には、注射中に使用者によって連続して押されな
ければならない幾つかの形態のボタン／プランジャによってなされる。この方法から使用
者に対して多くの不利益な点がある。もし、使用者がボタン／プランジャを押すことは停
止するならば、注射も停止するであろう。これは、もしデバイスが適切に使用されないな
らば（つまり、プランジャがその端部位置へと完全に押されないならば）、使用者が過少
用量を送達できることを意味する。使用者にとって、特に、もし、患者が老齢者であるか
手先の器用さに問題がある場合、注射する力は高過ぎるかもしれない。
【０００５】
　ボタン／プランジャを伸ばすことはあまりにも大変であり得る。従って、完全に伸ばさ
れたボタンに達することは使用者にとって不便であり得る。注射する力及びボタン伸長の
組合せによって、手の震え／振動が引き起こされ得て、次いでそれによって挿入された針
が動くため不快感が増すことになる。
【０００６】
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　自動注射器デバイスは、注射される治療薬の自己投与を患者にとってより容易にするこ
とを目的とする。自己投与注射によって送達される現在の治療薬には、糖尿病用薬物（イ
ンスリン及びより新しいＧＬＰ－１クラスの薬物の両方）、偏頭痛、ホルモン治療薬、抗
凝血剤などのための薬物が挙げられる。
【０００７】
　自動注射器は、標準のシリンジから非経口薬物送達に関わる活動を完全に又は部分的に
代替するデバイスである。これらの活動には、保護シリンジキャップの取り外し、患者の
皮膚内への針の挿入、薬剤の注射、針の取り外し、針のシールド、及びデバイスの再使用
の防止が挙げられ得る。これによって、手動デバイスの多くの不利益な点が克服される。
注入力／ボタン伸長、手の振動及び不完全な用量の送達の可能性が低減される。トリガは
多くの手段、例えば、トリガボタン又はその注射深さに到達する針の活動によって実行さ
れ得る。幾つかのデバイスにおいて、流体の送達エネルギはばねによって供される。
【０００８】
　特許文献１には、張力ばねが開放されるとき、流体薬剤の事前に測られた量を自動的に
注射する自動注射デバイスが開示されている。張力ばねによって、それが開放されるとき
、アンプル及び注射針が保存位置から展開位置へと動かされる。その後、アンプルの内容
物が、ピストンをアンプル内部に前方に向かって無理に押す張力ばねによって排出される
。流体薬剤が注射された後、張力ばね中に蓄えられた張力が開放され、そして注射針が自
動的に後退されてその元の保存位置へと戻される。
【０００９】
　特許文献２には、端部表面から伸びている穴を有するシリンジを含有するためのハウジ
ング、端部表面を通して穴と連通している針、及びシリンジの内容物を針を通して排出す
るように、該穴中を該端部表面に向かって動き得る投与ピストンを含む注射デバイスが開
示されていて、ここで、ハウジングはそれを通して針が伸び得る一つの端部での開口部、
ハウジングから離れて内側に向かってシリンジ及び針にバイアスをかけるための弾力部材
、シリンジの針を開口部から外に動かし、そして、シリンジの投与ピストンを端部表面に
向かって動かすように該一つの端部に向かって動き得る第一の連結エレメント、針がハウ
ジングから離れて内側に向かって動くよう、シリンジを開放すために操作できる機構、該
第一の連結エレメントの動きを投与ピストンに移すように、該第一の連結エレメントから
シリンジの投与ピストンへと伸びるための駆動カップリングを有し、ここで本機構はシリ
ンジを開放するようにトリガされ、そしてシリンジが開放される前に投与ピストンが端部
表面に達することが確保され得るように、トリガされた後、所定の時間までシリンジの開
放を遅らせる部品を含み、及び／又は本機構は、投与ピストンがシリンジの端部表面を開
放し、そして第一の連結エレメント及び駆動カップリングが動くことを停止するとき、シ
リンジを開放するべく開放部材を作動するべく、慣性質量が動き続けるように、第一の連
結エレメント及び駆動カップリングと共に動き得る慣性質量、及びシリンジを開放するた
めに慣性質量によって作動され得る開放部材を含む。
【００１０】
　特許文献３には、製品を注射部位内に自動的に注射するための装置が開示されており、
本装置は以下を含む：
　－開放された近位端及び実質的に閉じられた遠位端を含んでなり、そして製品を収容す
るように意図されている、そして容器の出口ポートを供している注射針がその遠位端に供
される容器、
　－少なくとも部分的に容器を収容するように意図されたハウジング（ここで容器は、針
がハウジング内部に含有される初期位置、初期位置と比べて遠位に間隔を置いて配置され
、そしてその中で針が所定の長さに亘って曝される挿入位置、及び針がハウジング内部に
含有される端部位置の間で、そのハウジングに対して動き得る）
　－挿入位置において容器を保持するように配置された保持手段、
　－保持手段を自動的に開放するように、そして端部位置まで容器を動かすように配置さ
れた無効化手段、ここで本装置は更に以下を含む：
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　－容器が端部位置へと動く前に、容器内部に含有された製品の実質的に全てが出口ポー
ト及び注射針を交差させられるまで、無効化手段による保持手段の開放を制御するように
配置されたタイミング手段。
【００１１】
　特許文献４には、デバイスが操作されるときに、最初に突き出すことになり、次いで液
体がそれを通して無理やり押し出され、そして最後に針が自動的に後退される、針を有す
る注射デバイスが開示されている。針は、バレル状の本体内を縦方向に滑り得るカプセル
から前方に向かって伸び、ここで比較的弱いばねによって通常、後退されたカプセル及び
針が維持される。より強力なばねは、ロッド部分によって形成されたプランジャ上に反対
方向に作用して、それは開放された時、その中の液体上に作用することによってカプセル
を前方に向かって放ち、そして次いで液体を突き出ている針を通して無理やり押し出す。
前進ストロークの最後に、プランジャ及びカプセルは連結解除され、そして弱いばねは、
排出されたカプセル及びその針を後退された位置に戻す。ロッド部分のピストンによって
供される損失運動（lost motion）連結は、連結解除が起こる前に、完全な容量が針から
確実に押し出されるよう、ロッド部分のシリンダにおいてダンパとして作用する。
【００１２】
　特許文献５には、薬剤送達デバイスのためのダンパが開示されており、本デバイスは、
薬剤を含有している容器；該容器中に配置され、そして該薬剤を薬剤送達デバイスを通し
て排出するために動き得るたストッパ；対向している近位端及び遠位端を有し、そして該
ストッパ上で作用することができるプランジャロッド；及び該プランジャロッド上に力を
かけることができる力手段；を含み、ここで該ダンパは、対向している近位端及び遠位端
を有するチューブ状スリーブを含み；ここで、該スリーブは、スリーブの近位端及びスリ
ーブの遠位端で開放端中に位置付けられるプランジャロッドの近位端で閉じられた端部壁
によって形成された仕切りを含み；そしてここで、該仕切りは、シールできる弾力パッド
、流体、及び該流体を、該スリーブと該容器の内壁の間の管状スペース中に排出するため
の少なくとも一つの通路を含み、そうすることによって、該プランジャロッドが動く際に
、減速（ｄａｍｐｅｎｉｎｇ）力を創出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】米国特許出願、２００２／００９５１２０Ａ１号公報
【特許文献２】ＷＯ　２００４／０５４６４５Ａ２号公報
【特許文献３】フランス特許出願、安全ボタン２９０５　２７３Ａ１号公報
【特許文献４】ＷＯ　０３／０９７１３３Ａ１号公報
【特許文献５】ＷＯ　２００９／１４１２１９Ａ１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の目的は、改良された自動注射器を供することである。本目的は請求項１による
自動注射器によって達成される。
【００１５】
　本発明の好ましい実施態様は従属請求項において提供される。
【００１６】
　この特許出願の文脈において、用語「近位」は、注射中に患者に向かって指し示してい
る方向を言及しており、一方、用語「遠位」は、患者から離れて指し示している反対方向
を言及している。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明によれば、液体薬剤の用量を投与するための自動注射器において遅延機構が適用
され、自動注射器は以下を含む：
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　－中空針、及びシリンジをシールし、薬剤を移動するためのストッパを有するシリンジ
を含有するように配置されたハウジング（ここで、ハウジングは、遠位端、及び注射サイ
トに対して適用されるように意図されたオリフィスを有する近位端を有し、ここで、シリ
ンジはハウジングに対して摺動可能に配置される）、
　－起動の際、以下のことが可能な駆動手段、
　－ハウジングの内側の被覆位置から前進位置へと、オリフィスを通して、そして近位端
を通過して針を押すこと、
　－薬剤の用量を供給するためにシリンジを操作すること、及び
　－薬剤を送達した後、針を有するシリンジを被覆位置へと後退させること、
　－遠位方向への後退スリーブの運動を遅くするために遅延ボックスを配置した、ハウジ
ング中に軸方向に動き得るように配置された、後退スリーブの形態の部品、
　－最大の近位位置において後退スリーブを軸方向に固定するための少なくとも一つのラ
ッチ、
　－近位方向にほぼ最大の近位位置へと動かされるとき、ラッチを連結解除するように配
置され、そのようにして後退スリーブが遠位方向に動くこと及び針を後退させることを可
能にした連結解除部材、
　－連結解除部材の各連結解除アームが外側に向かって曲げられることを可能にする後退
スリーブ中に配置された少なくとも一つの開口部。
【００１８】
　ラッチは、近位方向に動かされたとき、ストッパがシリンジ中の最近位位置に達する前
に、連結解除部材によって係合解除されるように配置される。開口部は、ストッパが後退
スリーブの動きを用いてその最も近位位置に達した後、連結解除アームに出会うように配
置される。ギャップは、各最も近位位置において、後退スリーブの前面とシリンジホルダ
の間に設けられる。シリンジは、シリンジホルダとのジョイント軸方向運動用に配置され
る。ギャップは、シリンジホルダを後退させる前に、後退スリーブが距離を走行すること
を可能にするように配置され、その結果、連結解除アームが開口部に出会った後、シリン
ジホルダは後退させられる。
【００１９】
　本発明によれば、自動注射器の軸方向への後退スリーブの運動を遅くするための遅延機
構は、ハウジングに取り付けられた後方カラーを有する周辺外壁、及び後退スリーブに取
り付けられた前方カラーを有する周辺内壁を含み、ここで、空洞は、内壁に対して後方カ
ラーによって、及び外壁に対して前方カラーによってシールされ、ここで、空洞は粘性流
体で満たされ、ここで、少なくとも一つのオリフィスは、ハウジングに対する部品の軸方
向運動に起因して空洞の体積が減少するときに粘性流体、例えば、シリコーングリース、
が押し出されるように、遅延機構中に配置される。
【００２０】
　これは、後退スリーブの軸方向運動を減速するために、特に、簡単でそしてコスト効率
的である。遅延機構は、一つの方向に後退スリーブの動きをゆっくりと開始するように、
一方、別の部分、例えば、ストッパは、特に、後退スリーブの運動が、事前に定義された
位置に達するストッパによってトリガされると想定されるとき、後退スリーブに対して反
対方向への動きを完了することが可能になるように適用され得る。
【００２１】
　注射の最後に、シリンジ及び針の後退を高い信頼性でトリガするには通常、望ましくな
い不完全に空にされたシリンジとのトレードオフが必要である。シリンジ及びストッパの
製造時の許容誤差のせいで、その走行の最後でのストッパの正確な位置の再現性はない。
その結果、幾つかの場合、ストッパは早めにボトムアウト（bottom out）するであろうし
、その結果、後退は全くトリガされないであろう。他の場合において、後退はストッパが
ボトムアウトされる前にトリガされるであろうし、その結果、残留薬剤がシリンジ中に留
まる。
【００２２】
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　ストッパがシリンジ中にボトムアウトする前に、或る時間又は走行距離で、ハウジング
から後退スリーブを開放することによって、シリンジの端部を早めに打つストッパによっ
て後退を失速させるリスクが回避される。遅延機構のせいで、後退スリーブの減速された
後方への動きによって、プランジャ及びストッパがそれらの前進走行を完了することが可
能になり、その結果、シリンジが完全に空になる。ここで反対方向に動いている後退スリ
ーブ及び連結解除アームの開口部は、ストッパ及びプランジャが、連結解除部材をプラン
ジャから連結解除するために止まった後に出会う。前面とシリンジホルダの間の空隙のせ
いで、後退スリーブは、後方に戻るよう動き始めるとき、シリンジを遠位方向に直ぐには
引き戻していない。空隙を閉じるために十分遠くに後退スリーブが走行して戻ったとき、
ストッパは既にボトムアウトしており、そしてプランジャは連結解除部材から連結解除さ
れている。空隙が閉じられるや否や、シリンジホルダ、シリンジ、中空針及びプランジャ
は遠位方向に引きずられて戻る。
【００２３】
　このように、両方の問題が解決され、そして中空針が高い信頼性で安全な位置に後退さ
れ、そしてシリンジを完全に空にするが、それは、高価な薬物を用いる際に、特に、望ま
しい。シリンジを空にすることは用量の正確さにとっても重要である。
【００２４】
　本発明の一つの実施態様において、異なる断面を有する二つの部分を有する内壁と外壁
の少なくとも一つの、二つの部分の間に、円周状のショルダが配置されえる。このように
、カラーがショルダに達するまでのみ、空洞は各カラーによってシールされる。カラーが
ショルダを通過して走行したとき、空洞はゆるめられ、その結果、部品の動きがこの時点
から、例えば、部品が反対方向へのその走行を終了した後、連続して非減衰（undamped）
し続ける。
【００２５】
　遅延ボックスに前述のショルダが設けられるとき、ストッパがボトムアウトされ、そし
て後退速度を上げるために、連結解除部材がプランジャから連結解除された後、後退運動
が非減衰状態を続けられ得て、その結果、針がハウジング中に迅速に消え、そして針刺し
怪我のリスクが更に減少する。
【００２６】
　好ましくは、駆動手段はばね手段として配置され、ここで、起動手段は、手動操作前に
、ばね手段を加圧された状態においてロックするように、そして手動操作の際に、注射す
るためにばね手段を開放できるように配置される。
【００２７】
　ばね手段は、針を前進させるために、そして薬剤の用量を注射するためにハウジング中
の遠位端に置く（ground）ように配置された単一のばね手段である。圧縮バネの力は、プ
ランジャを介して、針及び／又はシリンジに送られる。圧縮ばねは、薬剤の注射が少なく
ともほぼ完了するとき、シリンジを後退させるために、ハウジング中のその横たえをその
近位端に切り替えさせるように配置される。
【００２８】
　単一圧縮ばねは、針を挿入し、シリンジを完全に空にし、そしてシリンジ及び針を注射
後に安全な位置に後退させるために使用される。このように、シリンジを前進させそして
用量を注射するのと比べて反対の動きである、シリンジ及び針を引くための第二のばねは
必要でない。圧縮ばねの遠位端が置く一方、近位端は、針を挿入するためにシリンジを前
方に向かって動かし、そしてストッパ上を押すことによって注射を実行する。注射が少な
くともほぼ終了したとき、圧縮ばねはその近位端でボトムアウトし、その結果、近位端が
ハウジング中に置く。同時に、圧縮ばねの遠位端はハウジング中その横たえから開放され
る。ここで圧縮ばねはシリンジを反対方向に引いている。
【００２９】
　自動注射器は、殆どの従来の自動注射器と比較して特に低い部品数を有する。たった一
つの圧縮バネの使用によって必要な金属の量が低下し、その結果、重量及びコストが低下
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する。
【００３０】
　圧縮ばねは、その遠位端を後退スリーブの遠位端面に重みがかかり（bear against）、
そしてその近位端を連結解除部材のスラスト面（thrust face）に重みがかかる。連結解
除部材は、近位方向にほぼ最も近位位置へと動かされるとき、ラッチを連結解除するよう
に配置される。連結解除されるとき、後退スリーブは遠位方向に動くこと、そしてもはや
その遠位端に横たえられないばねの力を用いて針を後退させることが可能になる。
【００３１】
　少なくとも二つの弾力連結解除アームが連結解除部材に配置される。連結解除アームは
、近位端に、プランジャの第一のショルダに重みがかかる内側傾斜表面を示す。弾力連結
解除アームは、連結解除アームが外側に向かって曲げられること、及び第一のショルダを
滑って通過するのを防止するように、後退スリーブの内壁によって支持可能である。この
状態において、プランジャは、針を挿入するためにそして用量を注射するために第一のシ
ョルダに抗して押している連結解除部材によって、近位方向に押され得る。少なくとも一
つの開口部が後退スリーブ中に配置されて、連結解除アームが第一のショルダによって外
側に向かって曲げられることが可能になり、そのようにして第一のショルダが連結解除ア
ームを通って近位方向に滑ることが可能になる。これは、注射が少なくともほぼ完了され
るときに生じ得る。連結解除プランジャによって、それがもはや連結解除部材に重みがか
からない故に、シリンジ及び針が後退されることが可能になる。
【００３２】
　シリンジは、後退スリーブ中に摺動可能に配置されるシリンジホルダと一緒に軸方向に
動くように配置され得る。シリンジホルダに、遠位に配置された少なくとも二つの弾力シ
リンジホルダアームが備えられ、ここでシリンジホルダアームは、第一のショルダから近
位でプランジャに配置される第二のショルダに重みがかかるための各傾斜表面を有する。
シリンジホルダアームは、それらが外側に向かって曲げられるのを防止するためにハウジ
ングの内表面によって支持可能である。このように、トリガボタンが押されるとき、プラ
ンジャによって送られるばねの力は、まだストッパに抗して押していないが、それを送る
ためにシリンジに抗して押す。その結果、所謂、注射液漏れが避けられる、つまり、針が
挿入される前に中空針から液体薬剤が漏れていない。シリンジホルダが最大の近位位置に
ほぼ到達したとき、シリンジホルダアームが外側に向かって曲がることを可能にするため
に拡幅された部分がハウジング中に供され、そのようにして第二のショルダがシリンジホ
ルダアームを通して滑ること、そして圧縮ばねの負荷をシリンジからストッパに切り替え
ることが可能になる。これによって、薬剤の注射を始める瞬間を定義することが可能にな
る。
【００３３】
　スタッドはプランジャの遠位端に配置され得る。後退スリーブは、端面から遠位で、ス
タッドを保持するために二つ又はそれ以上の弾力アームを有する。スタッド及び／又は弾
力アームは、傾斜路機能を有する。このように、プランジャが近位端に動かされるとき、
弾力アームはスタッドによって押されて離され得る。起動手段は、自動注射器の遠位端に
配置されたトリガボタンを含む。トリガボタンは、トリガボタンが最も遠位位置にあると
き、弾力アームが外側に向かって曲げられるのを防止するために、軸方向に動き得てそし
て少なくとも二つの剛性の保持体を有する。近位方向にトリガボタンを押す際に、近位方
向に圧縮ばねによってバイアスをかけられたスタッドによって弾力アームが外側に曲げら
れることを可能にするように、保持体は近位方向に動かされる。このようにしてスタッド
は、針の挿入／注射／後退サイクルを始めるための圧縮バネの負荷の下で、近位方向に弾
力アームを通過して滑ることが可能になる。このトリガ機構の主な利点は、その単純さ、
少ない部品数及び高い信頼性である。
【００３４】
　自動注射器を意図せずにトリガするリスクを少なくするために、安全ボタンはハウジン
グに縦方向に配置される。安全ボタンは、トリガボタンが押されるのを防止するためにイ
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ンターロックを有する。安全ボタンは、操作されるとき、インターロックを外側に向かっ
て引くように配置され、そのようにしてトリガボタンが押されることが可能になる。この
目的のために、安全ボタンがハウジング中で旋回され得るか、または中ほどで幾らか旋回
されるように、それがハウジングと一体物にキャスト成形され得て、その結果、一端を内
側に向かって押すことにより他の端が外側に向かって引かれることになる。
【００３５】
　その結果、自動注射器が無意識に操作できないように、トリガボタンを操作するために
、安全ボタンが最初に押される必要がある。縦方向の安全ボタンの別の利点は、自動注射
器を悪い向きに操作するリスク及び親指内に注射するリスクが下がることである。
【００３６】
　通常、針を滅菌状態に維持し、そしてそれが機械的に損傷されることを防止するための
保護ニードルシールドが中空針に装備される。保護ニードルシールドは、自動注射器又は
シリンジが組立てられるとき、針に取り付けられる。
【００３７】
　好ましくは、キャップはハウジングの近位端に設けられる。板金クリップは、一緒に軸
方向に動き、そして独立して回転するためにキャップに取り付けられる。キャップがハウ
ジングに取り付けられるとき、板金クリップはオリフィスを通ってハウジング内に伸びる
ように配置される。板金クリップは、円周状のノッチ内に、又は保護ニードルシールドの
ショルダの後ろにパチンと閉められる少なくとも二つのかかり（barb）を含む。これによ
って、組立中に、板金クリップを保護ニードルシールドと自動的に係合するが可能になる
。注射の準備において、キャップがハウジングから取り外されるとき、保護ニードルシー
ルドは、自らの怪我に対するあまりにも高いリスクに使用者を曝すことなく、高い信頼性
で取り外される。
【００３８】
　キャップはねじ連結によってハウジングに取り付けられ得る。これによって、保護ニー
ドルシールドの低い力での取り外しが可能になる。
【００３９】
　ハウジングは、シリンジを検査するための少なくとも一つの視界窓を有し得る。
【００４０】
　自動注射器は、好ましくは、特に、鎮痛剤、抗凝血剤、インスリン、インスリン誘導体
、ヘパリン、Ｌｏｖｅｎｏｘ、ワクチン、成長ホルモン、ペプチドホルモン、蛋白質、抗
体、及び複合糖質の一つを送達するための、皮下又は筋肉内の注射のために使用され得る
。
【００４１】
　本明細書で使用する用語「薬剤」は、少なくとも１つの薬学的に活性な化合物を含む医
薬製剤を意味し、
　ここで、実施態様において、薬学的に活性な化合物は、最大で１５００Ｄａまでの分子
量を有し、及び／又は、ペプチド、蛋白質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ、抗体、
酵素、抗体、ホルモン、若しくはオリゴヌクレオチド、又は上記の薬学的に活性な化合物
の混合物であり、
　ここで、更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網
膜症などの糖尿病関連の合併症、深部静脈又は肺血栓塞栓症などの血栓塞栓症、急性冠症
候群（ＡＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、癌、黄斑変性症、炎症、枯草熱、アテローム性動脈
硬化症、及び／又は、関節リウマチの治療、及び／又は、予防に有用であり、
　ここで、更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網
膜症などの糖尿病に関連する合併症の治療、及び／又は、予防のための、少なくとも１つ
のペプチドを含み、
　ここで、更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも１つのヒトイ
ンスリン、又はヒトインスリン類似体若しくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬＰ－
１）、又はその類似体若しくは誘導体、又はエキセンジン－３又はエキセンジン－４、若
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しくはエキセンジン－３又はエキセンジン－４の類似体若しくは誘導体を含む。
【００４２】
　インスリン類似体は、例えば、Ｇｌｙ（Ａ２１）、Ａｒｇ（Ｂ３１）、Ａｒｇ（Ｂ３２
）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３）、Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２８
）、Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；ヒトインスリ
ンであり、ここで、Ｂ２８位におけるプロリンは、Ａｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ又は
Ａｌａで代替され、そして、Ｂ２８位において、Ｌｙｓは、Ｐｒｏで代替されてもよく；
Ａｌａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（
Ｂ２７）ヒトインスリン、及びＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００４３】
　ヒトインスリン誘導体は、例えば、Ｂ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ
－ミリストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル ヒトインスリン；Ｂ２８－
Ｎ－ミリストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル
－ＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９
ＬｙｓＢ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒ
トインスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）
ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）
ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）
ヒトインスリン、及びＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリン
である。
【００４４】
　エキセンジン－４は、例えば、エキセンジン－４（１－３９）、Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－
Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－
Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ－
Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－
Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ2配列のペプチドを意
味する。
【００４５】
　エキセンジン－４誘導体は、例えば、以下の化合物リスト：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）；又は
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
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　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）；
ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ2は、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端と結合してもよく
；
【００４６】
　又は以下の配列のエキセンジン－４誘導体：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－
Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（
１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８
］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２
５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８　エキセ
ンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
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　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５，ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，　Ａｓｐ
２８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－Ｎ
Ｈ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）
６－ＮＨ2；
又は前述のいずれかのエキセンジン－４誘導体の薬学的に許容可能な塩若しくは溶媒和物
；
から選択される。
【００４７】
　ホルモンは、例えば、ゴナドトロピン(ホリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナドト
ロピン、メノトロピン)、ソマトロピン (ソマトロピン)、デスモプレッシン、テルリプレ
ッシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリン、
ゴセレリンなどのRote Liste、２００８年版、５０章に表示されている脳下垂体ホルモン
又は視床下部ホルモン又は規制活性ペプチド及びそれらの拮抗剤である。
【００４８】
　多糖類としては、例えば、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子量ヘパリン、又は超低分子
量ヘパリン、若しくはその誘導体などのグルコアミノグリカン、又はスルホン化された、
例えば、上記多糖類のポリスルホン化形体、及び／又は、薬学的に許容可能なその塩があ
る。ポリスルホン化低分子量ヘパリンの薬学的に許容可能な塩の例としては、エノキサパ
リンナトリウム塩がある。
【００４９】
　薬学的に許容可能な塩は、例えば、酸付加塩及び塩基塩がある。酸付加塩としては、例
えば、ＨＣｌ又はＨＢｒ塩がある。塩基塩は、例えば、アルカリ又はアルカリ土類金属、
例えば、Ｎａ+、又は、Ｋ+、又は、Ｃａ2+から選択されるカチオン、又は、アンモニウム
イオンＮ+（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）を有する塩であり、ここで、Ｒ１～Ｒ４は
互いに独立に、水素；場合により置換されるＣ１－Ｃ６アルキル基；場合により置換され
るＣ２－Ｃ６アルケニル基；場合により置換されるＣ６－Ｃ１０アリール基、又は場合に
より置換されるＣ６－Ｃ１０ヘテロアリール基である。薬学的に許容される塩の更なる例
は、“Remington's Pharmaceutical Sciences”17編、Alfonso R.Gennaro（編集），Ma
rk Publishing社，Easton, Pa., U.S.A.，1985 及び Encyclopedia of Pharmaceutical T
echnologyに記載されている。
【００５０】
　薬学的に許容可能な溶媒和物としては、例えば、水和物がある。
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【００５１】
　遅延機構は他のタイプの自動注射器と共に採用され得る。しかしながら、遅延機構は自
動注射器と共に使用するように制約されるものではない。それは他の機械的装置と共にも
同様に使用され得る。
【００５２】
　板金ばねを有するキャップも他の自動注射器及び注射デバイスと共に適用され得る。
【００５３】
　本発明の適用性の更なる範囲は以下に述べる詳細な記述から明らかになるであろう。し
かしながら、この詳細な記述から、本発明の精神及び範囲内で、種々の変更及び修正が当
業者には明白になるであろう故に、詳細な記述及び具体的な例は、本発明の好ましい実施
態様を表していながらも、説明目的でのみ供されると理解されるべきである。
【００５４】
　図示のためにのみ供され、それゆえに本発明を限定するものではない、本明細書の以下
に供される詳細な記述及び添付図面から、本発明はより完全に理解されるようになるであ
ろう。ここで、
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】針を有するシリンジを前進させ、薬剤の用量を注射し、そしてシリンジ及び針を
後退させるための単一圧縮ばねを有する、送達されたままの自動注射器の二つの縦方向断
面である。
【図２】シリンジ及び針が前進した、そしてシリンジから用量が排出された自動注射器の
二つの縦方向断面である。
【図３】図１の初期状態における自動注射器の斜視断面である。
【図４】図３の自動注射器の別の斜視断面図である。
【図５】遅延機構を有する自動注射器の遠位端の詳細図である。
【図６】キャップ及び針シールド取り外し器を示している自動注射器の近位端の詳細図で
ある。
【００５６】
　対応する部品には全ての図において同じ参照記号が印される。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　図１は、自動注射器１の異なる断面における二つの縦方向断面を示し、ここで、異なる
断面は互いに約９０度回転される。自動注射器１は伸ばされたハウジング２を含む。中空
針４を有するシリンジ３、例えば、Ｈｙｐａｋシリンジは自動注射器１の近位部分におい
て配置される。自動注射器１又はシリンジ３が組立てられるとき、保護ニードルシールド
５は針４に取り付けられる。ストッパ６はシリンジ３を遠位でシールするために、そして
液体薬剤Ｍを、中空針４を通して移動するために配置される。シリンジ３はチューブ状シ
リンジキャリヤ７中に保持され、そしてその近位端でその中に支持可能である。単一圧縮
ばね８は自動注射器１の遠位部分に配置される。プランジャ９は圧縮ばね８のばね力を送
るために配置される。
【００５８】
　ハウジング２の内部に、後退スリーブ１０が摺動可能に配置される。図１において示さ
れるように、注射がトリガされる前に、後退スリーブ１０は最も近位位置にあり、そして
ハウジング２中のラッチ１２の後ろに捕捉された停止部１１を用いて遠位方向Ｄに動くこ
とが防がれる。圧縮ばね８の遠位端は後退スリーブ１０の端面１３に重みがかかる。停止
部１１及びラッチ１２のせいで、圧縮ばね８の力はこのようにハウジング２内で作用され
る。圧縮ばね８の近位端はプランジャ９の周りに配置された連結解除部材１４に重みがか
かる。端面１３から遠位で、後退スリーブは、スタッド１６を保持するための、そしてそ
れが近位方向Ｐに動くことを避けるための二つ又はそれ以上の弾力アーム１５を有する。
スタッド１６はプランジャ９の遠位端に配置される。スタッド１６及び弾力アーム１５は



(15) JP 2013-519475 A 2013.5.30

10

20

30

40

50

、スタッド１６及びプランジャ９が近位方向Ｐに動くことを可能にすべく、弾力アーム１
５を押して離すための対応する傾斜路機能を有する。
【００５９】
　連結解除部材１４は圧縮ばね８の近位端に重みがかかるためのスラスト面１７を含む。
スラスト面１７から近位で、二つ又はそれ以上の弾力連結解除アーム１８が連結解除部材
１４で供され、ここで連結解除アーム１８は近位方向Ｐにプランジャ９中で第一のショル
ダ１９に重みがかかる内側傾斜表面を有する。弾力連結解除アーム１８はこの状況におい
て、後退スリーブ１０の内壁によって支持可能であるため、それらは外側に向かって曲が
り得ないし、そして第一の第一のショルダ１９を通過して滑り得ない。
【００６０】
　トリガボタン２０は自動注射器１の遠位端Ｄに配置される。トリガボタン２０は、注射
を始めるために近位方向Ｐに押され得る。トリガボタン２０が押されない限り、弾力アー
ム１５はトリガボタン２０に配置された二つ又はそれ以上の保持体２１の間に捕捉され、
その結果、弾力アーム１５は外側に向かって曲がり得ないし、そしてスタッド１６は、圧
縮ばね８によって近位でバイアスをかけられるものの、それを通して滑り得ない。
【００６１】
　シリンジキャリヤ７は、後退スリーブ１０中に摺動可能に配置されるシリンジホルダ２
２と一緒に軸方向に動くように係合する。シリンジホルダ２２には、遠位に配置された二
つ又はそれ以上のシリンジホルダアーム２３が供される。シリンジホルダアーム２３は、
第一のショルダ１９から近位に配置されたプランジャ９において第二のショルダ２４に重
みがかかるための各々傾斜表面を有する。図１において示された初期位置において、シリ
ンジホルダアーム２３はハウジング２の内表面によって支持可能であり、その結果、それ
らは外側に向かって曲がり得ないし、そして第二の第二のショルダ２４はそれを通して滑
り得ない。ハウジング２でシリンジホルダアーム２３を支持するために、後退スリーブ１
０において各数の開口部が供される。
【００６２】
　図１は、キャップ２５を自動注射器１の近位端Ｐ上にねじ込んだ、送達されたままの自
動注射器１を示す。図６は、キャップ２５を有する近位端Ｐの詳細を示す。伸びている二
つ又はそれ以上のかかり２７を有する板金クリップ２６を含む。板金クリップ２６は、自
動注射器１の縦軸に対して一緒に軸方向に動くようにキャップ２５に搭載される。しかし
ながら、板金クリップ２６はキャップ２５から独立して回転し得る。これは、そのベース
において穴を有する板金クリップ２６を、キャップ２５から内側に向かって突き出ている
ピンの上に取り付けることによって、そして板金クリップ２６が回転するための幾らかの
空隙を可能にしながら、板金クリップ２６が取り外されることを防止するように、きのこ
の形をしたクロージングヘッド２８を形成するためにピンを変形することによって達成さ
れ得る。キャップ２５が自動注射器１の近位端Ｐ上にねじ込まれるとき、かかり２７は保
護ニードルシールド５の下に押され、そして保護ニードルシールド５中に又はそのショル
ダの背後に配置された円周状のノッチ内にパチンと嵌め込まれる。
【００６３】
　使用者が自動注射器１を操作することを望むとき、第一の工程はキャップ２５のねじを
外すことである。このように、かかり２７は保護ニードルシールド５をシリンジ３から離
して近位方向Ｐに、そしてオリフィスを通して引っ張り、シリンジ３を使用されるように
準備する。
【００６４】
　安全ボタン２９はハウジング２の遠位端で縦方向に配置される。安全ボタン２９は、安
全ボタン２９が最初に押されることなしに、トリガボタン２０が偶然に押されることを防
止するように、トリガボタン２０とインターロックするために役立つ。
【００６５】
　その結果、トリガボタン２０を操作するために、安全ボタン２９は、安全ボタン２９中
に形成されるばねエレメント３０の力に抗して、縦軸に対して横切るように押されること
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が必要である。安全ボタン２９は中間において旋回されるため、安全ボタン２９の近位端
を内側に向かって押すことによって、トリガボタン２０を妨害しているその近位端でイン
ターロック３１が外側に向かって引かれ、その結果、トリガボタン２０が押され得る。
【００６６】
　トリガボタン２０が押されるとき、保持体２１は近位方向Ｐに押され、そのため弾力ア
ーム１５は外側に向かって曲がることが可能になる。圧縮ばね８の負荷の下で、スタッド
１６の傾斜表面によって、スタッド１６が滑って通過し得るまで弾力アーム１５が無理や
り離される。
【００６７】
　第二のショルダ２４は、シリンジホルダ２２、シリンジキャリヤ７及びシリンジ３を前
方に向かって押し、一方、ストッパ６上には全く負荷がかけられない。中空針４は近位端
Ｐから現われ、そして注射部位、例えば、患者の皮膚内に挿入される。
【００６８】
　前進運動は、シリンジホルダ２２がハウジング２中の第一の接合点（abutment）３２で
ボトムアウトするまで続く（図２参照）。初期位置（図１参照）からこの点までの走行に
よって、注射深さ、つまり針の挿入深さが定義される。
【００６９】
　シリンジホルダ２２がほぼボトムアウトしたとき、シリンジホルダアーム２３はハウジ
ング２の―保持体２１に達しており、ここでそれらはもはやハウジング２の内壁によって
支持されない。しかしながら、針４を挿入するために要求される力が比較的に小さい故に
、第二のショルダ２４は、近位走行が第一の接合点３２で止められるまで、シリンジホル
ダ２２を前方に向かって駆動し続けるであろう。この点で、シリンジホルダアーム２３は
第二のショルダ２４の連続した力によって外側に曲げられ、そしてそれが滑って通過する
ことを可能にする。ここで、プランジャ９は、薬剤Ｍをシリンジ３から排出し、そしてそ
れを患者の皮膚内に又はそれを通して注射するために、もはやシリンジホルダ２２に抗し
て押すことはなく、ストッパ６に抗して押す。
【００７０】
　ストッパ６がシリンジ３中にほぼボトムアウトしたとき（図２参照）、連結解除部材１
４は、その突起が後退スリーブ１０をハウジング２から連結解除するようにラッチ１２に
抗して押す位置に到達しているので、後退スリーブ１０は遠位方向Ｄに滑り得る。このよ
うに、圧縮ばね８はハウジング２においてその遠位端にもはや置かれない。その代わりに
、連結解除部材１４が第二の接合点３３でボトムアウトするや否や、圧縮ばね８の近位端
はハウジング中に置くようになり、一方で、遠位端は遠位方向Ｄに後退スリーブ１０を引
いている。
【００７１】
　連結解除部材１４が後退スリーブ１０をハウジング２から連結解除する直前に、連結解
除アーム１８は後退スリーブ１０中の開口部３４に到達し（図４参照）、その結果、それ
らはもはや外側に向かって曲げられることを避けられない。連結解除アーム１８はこのよ
うにその傾斜表面に対して押している第一のショルダ１９によって外側に向かって押され
、その結果、第一のショルダ１９は、連結解除部材１４が第二の接合点３３を打ったら直
ぐに、遠位方向に滑って通過する。
【００７２】
　シリンジホルダ２２は後退スリーブ１０によって、例えば、前面３５によって、遠位方
向Ｄに沿って取られる。このように、シリンジ３及び針４はハウジング２の内部の安全な
位置、例えば、初期位置へと後退される。もはや連結解除アーム１８に重みがかからない
で、プランジャ９も押し戻される。
【００７３】
　自動注射器１の遠位部分において、遅延機構３６は配置される（詳細は図５を参照）。
遅延機構３６は、ハウジング２に取り付けられた後方カラー３８を有する周辺外壁３７、
及び後退スリーブ１０に取り付けられた前方カラー４０を有する周辺内壁３９を含む。外
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壁３７と内壁３９の間の空洞はシリコーングリースのような粘性流体満たされる。後退ス
リーブ１０が遠位方向Ｄに動かされるので、内壁３９は外壁３７に沿って滑走し、ここで
後方カラー３８及び前方カラー４０は空洞の容積を増々低下させる。遅延機構３６の一部
において供された一つ又はそれ以上の（示されていない）オリフィスによって、容積が減
少するとき、粘性流体が空洞から押し出されることが可能になる。これを行うために要求
される力によって、後退スリーブ１０の動きが遅くなる。
【００７４】
　周辺ショルダ３７．１は、異なる断面を持つ二つの部分を有する外壁３７の二つの部分
の間に配置される。このように空洞は、前方カラー４０がショルダ３７．１に達するまで
のみ、前方カラー４０によってシールされる。前方カラー４０がショルダ３７．１を過ぎ
て走行したとき、空洞は緩められ、そのため後退スリーブ１０の動きはこの点から非減衰
され続ける。好ましくは、これは、ストッパ６がボトムアウトした後、そしてプランジャ
９が連結解除部材１４を連結解除した後に起こる。
【００７５】
　後退スリーブ１０は、ストッパ６がシリンジ３中にボトムアウトする前に、或る時間又
は走行で、ハウジング２から連結解除部材１４によって開放され、その結果、ここで反対
方向に動いている後退スリーブ１０及び連結解除アーム１８の開口部３４は、ストッパ６
及びプランジャ９が止まった後に出会う。後退スリーブ１０の動きは遅延機構３６によっ
て減速される。前面３５とシリンジホルダ２２の間のギャップ４１のせいで、後退スリー
ブ１０は、シリンジを遠位方向Ｄにまだ引いていない。プランジャ９はストッパ６に抗し
てまだ押しており、そして残留薬剤Ｍを排出している。ストッパ６がシリンジ３の近位端
を打つので、ストッパ６及びプランジャ９は止まり、一方、後退スリーブ１０はまだゆっ
くりと遠位方向Ｄに動いて戻っている。ここで開口部３４は連結解除アーム１８に出会い
、それらが外側に曲がること及びプランジャ９がクリアになる（come clear）ことを可能
にする。後退スリーブ１０はここでギャップ４１を閉じるのに十分なだけ後方に走行した
ので、シリンジホルダ２２、シリンジキャリヤ７、シリンジ３、針４及びプランジャ９は
遠位方向Ｄに引きずられて戻る。
【００７６】
　キャップ２５及び遅延機構３６は、本実施態様において示された自動注射器１と共に使
用されるよう制約されるわけではない。代わりに、キャップ２５は、注射の前にハウジン
グ中に隠された針を有する如何なる種類の自動注射器とも組み合され得る。遅延機構（３
６）は、各自動注射器において使用されるばね手段又は駆動手段に関わらず、シリンジの
内容物の完全な送達を確保するために、そして後退の信頼性あるトリガのために如何なる
種類の自動注射器とも組み合され得る。
【００７７】
　ハウジング２はシリンジ３を検査するために、少なくとも一つの視界窓を有し得る。
【００７８】
　自動注射器１は、好ましくは、鎮痛剤、抗凝血剤、インスリン、インスリン誘導体、ヘ
パリン、Ｌｏｖｅｎｏｘ、ワクチン、成長ホルモン、ペプチドホルモン、蛋白質、抗体、
及び複合糖質の一つを送達するために使用され得る。
【００７９】
　遅延機構３６は他とタイプの自動注射器と共にも採用され得る。しかしながら、遅延機
構３６は自動注射器と共に使用されることに制約されるわけではない。それは、他の機械
的装置と共に同様に使用され得る。
【００８０】
　シリンジ（３）又はストッパ（６）のどちらかにプランジャ（９）を連結するための前
述の配置は、駆動部材の力をストッパ付きシリンジに送るためのプランジャを有する如何
なる自動注射器においても適用され得る。この配置の主たる利点は、針が患者に挿入され
るまでは、駆動部材からの負荷が直接ストッパに移されないことを確保し、そのようにし
て注射液漏れが避けられることである。本配置は、シリンジホルダ（２２）及び付属のシ
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リンジホルダアーム（２３）、プランジャ（９）上のショルダ（例えば、第二のショルダ
２４）、それらが、第一の位置で曲がることを防止するための、内表面によるホルダアー
ム（２３）の支持部、それらが半径方向に曲がること、そしてより近位位置にあるとき、
プランジャから連結解除することを可能にするための拡幅された部分（２．１）を含む。
ばね手段又は他の駆動手段、シリンジを後退させる又は注射後に針鞘を前進させる能力、
及び本明細書において述べられた他の機構は、注射液漏れを防止するためには要求されな
い。
【符号の説明】
【００８１】
１　自動注射器
２　ハウジング
２．１　拡幅された部分
３　シリンジ
４　中空針
５　保護ニードルシールド
６　ストッパ
７　シリンジキャリヤ
８　ばね手段、圧縮ばね
８．１　遠位端
８．２　近位端
９　プランジャ
１０　後退スリーブ
１１　停止部
１２　ラッチ
１３　端面
１４　連結解除部材
１５　弾力アーム
１６　スタッド
１７　スラスト面
１８　連結解除アーム
１９　第一のショルダ
２０　起動手段、トリガボタン
２１　保持体
２２　シリンジホルダ
２３　シリンジホルダアーム
２４　第二のショルダ
２５　キャップ
２６　板金クリップ
２７　かかり
２８　クロージングヘッド
２９　安全ボタン
３０　ばねエレメント
３１　インターロック
３２　第一の接合点
３３　第二の接合点
３４　開口部
３５　前面
３６　遅延機構
３７　外壁
３７．１　ショルダ
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３８　後方カラー
３９　内壁
４０　前方カラー
４１　ギャップ

Ｄ　遠位端、遠位方向
Ｍ　薬剤
Ｐ　近位端、近位方向

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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